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しょう

て脇目も振らずに走るなどは自分の性に合わず、

最初から走らずに歩いている人が周りに何人も

いてほっと一 安心。初めて見るハワイの刻々と

変化する美しい朝焼けを始め風光明媚な景色を、

生きているうちにはもう二度と見られまいと心

に刻み 一 瞬 一 瞬を目に焼き付けながらタイム

そっちのけで撮り続けました。

中途挫けそうになりながらも、ALOHA SPIRIT 

よろしく沿道に現地の家族が総出で腰掛け声援

を送ってくれたのには、感謝感激しきり。日系

人らしき人々にも励まされ、ひたすら無心に歩

を進めながら、脳裏に去来するのはお定まりの

苦労話。本業での経験を例にとると、遠きは、熊ヶ

根（零細診療所ゆえ往診先を限定できず） で大

雪のためスタックした車を夕闇がたちこめる前

にと慌てて雪かきし、ぎりぎりで間に合って脱

出させたこと。高きは、エレベーターの無い 4階

の往診先で（丁度10年前厳寒の往診中に転倒、I墨・
I、とま

誹骨骨折し手術・退院後、療養する暇もなくなか

なか癒合せず） 階段を数ヶ月に亘って松葉杖を使

い毎回上り下りする羽目に陥ったこと。そんな

思い出もさる事ながら、自分を何とか奮い立た

せるために思い浮かべた 遠い過去の記憶、二つ。

一つは、北アルプスと南アルプスの主峰はほ

とんど踏破した約40年前、医学部ワンデルン

グ部に所属していた頃に参加した「80km狂歩」

と称するイベントで、山形を夕刻出発し目的地

仙台に向かって県境の峠を越え夜通しキャラバ

ンシュ ー ズで足を痛めながら翌日の昼頃までか
かえ ，

かって歩いた過酷な経験がものを言い、却って

心の支えとなりました。
芭こつ

もう一 つは、その昔78年も前の史実に託けた

格好になりますが、太平洋戦争において日本の

兵隊さん達が南太平洋の見ず知らずの島でジャ

ングルの中、灼熱の炎天下を重い荷を背負わさ

れ塗炭の苦しみに耐えながら起伏の多い道なき

道を何km歩かされたことか、その挙げ句ほとん

ど餓死。42.195kmなんぞ比ぶべ くもなし、 先
しの

人の苛烈な労苦を偲べば今の辛さなど何のこれ

しき。現今人並みの生活を営んでいられるのは、

過去の日本人の犠牲の賜物であると思いを馳せ
こうペ

首を垂れるしかありませんでした。
み と

現実に立ち返って、仙台ではお看取り （昨年
あらかじ

45名）等がある場合の代診 （往診）Drを予めお

願いしておき、マラソン参加中も受け持ち患者

さんからの連絡に備えてスマホを常に肌身離さ

ずにいたのは言わずもがな、実際時差もあるな

か何度も電話対応・指示に追われ不十分ながら

務めを果たしました。
たど

浮ついた気持ちで参加した私がゴールに辿り

着くには8時間55分を要しました(13,124位）。
くく

徹頭徹尾ただ歩くしか能がなく、腹を括ってあ
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